
令
和
７
年
６
月
２
０
日
、
国
の

文
化
審
議
会
に
お
い
て
、
新
た

な
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
指

定
に
向
け
て
、
文
部
科
学
大
臣

に
答
申
が
出
さ
れ
た
。
そ
れ
に

先
立
ち
佐
藤
健
司
大
津
市
長
は

坂
本
城
跡
に
つ
い
て
、
県
を
通

じ
て
２
月
２
５
日
文
部
科
学
大

臣
に
対
し
国
史
跡
指
定
の
意
見

具
申
を
行
っ
た
と
発
表
し
て
い

た
が
、
今
回
の
答
申
に
よ
り
坂

本
城
跡
が
国
の
指
定
史
跡
と
な

る
見
込
み
。

対
象
と
な
る
場
所
は
、
三
の
丸

地
点
約
３
，
０
０
０
平
方
メ
ー

ト
ル
（
昨
年
度
遺
構
が
確
認
さ

れ
た
場
所
）
と
本
丸
地
点
約
８
，

８
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
（
昭
和

５
４
年
度
に
発
掘
調
査
が
行
わ

れ
た
場
所
）
。

答
申
に
お
け
る
坂
本
城
跡
の
価

値
は
、
１
．

織
豊
系
城
郭
の

立
地
や
構
造
、
築
城
技
術
等
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
重
要
な
城

郭
で
あ
る
こ
と
、
２
．
琵
琶
湖

を
通
じ
た
京
へ
の
流
通
拠
点
に

築
城
さ
れ
た
政
治
的
・
軍
事
的
・

経
済
的
に
重
要
な
城
郭
で
あ
る

こ
と
と
評
価
さ
れ
た
。

今
後
、
国
の
史
跡
指
定
が
な
さ

れ
れ
ば
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作

成
等
に
よ
り
市
民
に
も
坂
本
城

跡
の
歴
史
的
な
価
値
を
知
ら
せ

て
い
く
よ
う
な
機
会
を
作
っ
て

い
き
、
そ
の
上
で
遺
構
の
保
存
・

活
用
を
市
民
と
と
も
に
議
論
し

て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

大
津
市
長
の
コ
メ
ン
ト

「
長
年
に
わ
た
り
幻
の
城
と
呼

ば
れ
て
き
た
坂
本
城
に
つ
い
て

は
、
昨
年
２
月
に
開
発
工
事
に

伴
う
発
掘
調
査
で
画
期
的
な
発

見
と
な
る
三
ノ
丸
の
も
の
と
み

ら
れ
る
石
垣
を
伴
う
堀
が
確
認

さ
れ
、
こ
れ
を
私
た
ち
の
世
代

の
責
任
に
お
い
て
、
し
っ
か
り

と
後
世
に
遺
す
た
め
に
力
を
尽

く
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
回
の
答
申
は
、
こ
う
し
た

取
組
が
実
を
結
ん
だ
も
の
で
あ

り
、
史
跡
指
定
に
向
け
て
お
力

添
え
を
賜
っ
た
す
べ
て
の
皆
様

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
長
年
に
わ
た
り
、
明

智
光
秀
公
や
坂
本
城
に
誇
り
と

愛
着
を
持
ち
、
様
々
な
取
組
を

重
ね
て
き
て
く
だ
さ
っ
た
先
人

に
も
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

本
市
の
国
指
定
史
跡
は
、
坂
本

城
跡
が
指
定
さ
れ
ま
す
と
全
部

で
１
６
件
と
な
り
ま
す
が
城
郭

跡
は
初
め
て
で
あ
り
、
先
日
の

琵
琶
湖
疏
水
の
国
宝
、
重
要
文

化
財
指
定
へ
の
答
申
に
続
い
て
、

よ
り
一
層
、
多
く
の
方
に
大
津

の
持
つ
歴
史
の
厚
み
や
奥
深
さ

を
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
坂
本
城
跡
を
は

じ
め
と
す
る
文
化
財
の
保
存
、

活
用
を
通
し
て
本
市
の
豊
か
な

歴
史
文
化
遺
産
の
魅
力
を
発
信

す
る
と
と
も
に
、
国
指
定
文
化

財
の
数
が
全
国
の
市
町
村
で
第

３
位
を
誇
る
本
市
の
歴
史
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
」

当
会
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な

市
の
活
動
に
対
し
、
で
き
る
限

り
の
協
力
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
、

い
よ
い
よ
「
幻
の
水
城

坂
本

城
」
が
「
幻
」
で
は
な
く
な
る

日
が
近
づ
き
つ
つ
あ
る
。

（
文
責

東
山
政
司
）
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令
和
７
年
６
月
８
日
（
土
）
、

下
阪
本
市
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
第
１
９
回
総
会
が
会
員
参

加
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。

総
会
で
は
河
村
会
長
の
挨
拶

の
後
、
藤
本
一
也
議
長
の
も
と
、

令
和
６
年
度
の
事
業
・
会
計
報

告
、
今
年
度
の
事
業
計
画
・
予

算
案
・
役
員
案
が
提
案
さ
れ
、

全
て
が
承
認
決
定
さ
れ
た
。

１
．
公
園
ガ
イ
ド

○
役
員
を
中
心
に
、
土
日
祝
日

の
午
前
１
０
～
１
２
時
に
実
施
。

但
し
夏
季
（
７
月
中
旬
～
９
月

中
旬
）
は
高
温
の
た
め
中
止
。

前
期
（
４
～
７
月
）
５
８
６
名
、

後
期
（
９
～
１
２
月
）
２
５
５

名
、
冬
期
（
１
～
２
月
）
１
２

２
名
で
、
年
間
計
９
６
３
名
を

案
内

２
．
勉
強
会
等

○
比
叡
山
中
学
校
の
下
阪
本
地

域
の
研
修
授
業
で
講
師

○
大
津
市
文
化
財
保
護
課
の
岡

田
有
矢
氏
の
講
演
会
を
実
施

○
研
修
旅
行
の
実
施
（
津
山
城

と
城
下
）

○
長
年
の
活
動
を
評
価
さ
れ
た

ハ
ン
六
文
化
振
興
賞
の
受
賞

○
大
津
市
へ
の
坂
本
城
活
用
に

関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

の
投
稿

３
．
地
域
連
携

○
坂
本
城
址
公
園
の
草
刈
・
清

掃
等
の
実
施
、
桔
梗
の
栽
培

４
．
広
報
・
そ
の
他

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新

○
会
報
の
発
行

１
．
公
園
ガ
イ
ド

○
三
の
丸
の
石
垣
の
発
見
に
伴

う
見
学
者
増
に
伴
う
、
例
年
通

り
の
公
園
ガ
イ
ド
の
実
施

ガ
イ
ド
実
施
者
の
減
少
対
策
と

し
て
、
ガ
イ
ド
希
望
者
の
募
集
、

育
成
講
座
の
実
施

○
「
御
城
印
札
」
販
売
の
継
続

実
施
（
委
託
含
む
）

２
．
地
域
連
携

○
下
阪
本
文
化
協
会
と
連
携
し

た
講
演
会
の
企
画
・
実
施

３
．
調
査
と
勉
強
会

○
講
演
会
の
実
施
（
総
会
時
）

○
研
修
旅
行
の
実
施

下
阪
本
の
文
化
祭
等
、
地
域
の

行
事
へ
の
参
加
・
協
力

４
．
広
報
・
そ
の
他

○
会
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の

情
報
発
信

○
会
員
増
加
に
向
け
た
募
集
活

動
の
実
施

会

長

河
村
益
孝

副

会

長

恒
岡
善
博

幹
事

事
務
局

山
本
正
史

幹
事

会

計

森

茂
樹

幹
事

広

報

藤
本
一
也

幹
事
調
査
研
究

美
内
志
郎

幹
事
地
域
連
携

山
岡
和
則

幹
事
普
及
啓
発
・
石
丸

学

幹
事
普
及
啓
発

北
木

茂

幹
事

広

報

東
山
政
司

幹
事
普
及
啓
発

松
山
武
史

幹
事
普
及
啓
発

津
田
睦
美

監

事

笹
井
貫
二

監

事

辻

栄
子

顧

問

吉
水
眞
彦
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去
る
６
月
８
日
、
本
会
総
会

の
後
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
講

師
に
坂
本
城
三
の
丸
石
垣
発
見

時
の
調
査
担
当
で
、
大
津
市
文

化
財
保
護
課
の
岡
田
有
矢
氏
を

招
き
、
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

今
回
は
、
一
昨
年
度
の
調
査

報
告
か
ら
発
掘
調
査
自
体
の
進

展
は
無
か
っ
た
と
の
こ
と
か
ら
、

文
献
史
料
に
よ
る
坂
本
城
に
関

す
る
歴
史
を
振
り
返
り
、
つ
い

で
令
和
５
年
度
ま
で
の
坂
本
城

地
域
の
発
掘
調
査
の
経
緯
・
成

果
に
つ
い
て
話
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

ま
ず
は
坂
本
城
の
歴
史
に
つ
い

て
で
す
。

坂
本
城
築
城
以
前
、
下
阪
本
は

交
通
の
要
衝
で
あ
り
、
室
町
時

代
に
は
日
本
有
数
の
港
町
で
あ

り
、
そ
の
痕
跡
は
松
ノ
馬
場

通
り
に
短
冊
状
に
連
な
る
屋

敷
群
、
い
わ
ゆ
る
都
市
型
の

区
画
が
発
掘
調
査
か
ら
見
つ

か
っ
た
こ
と
で
も
裏
付
け
ら

れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

室
町
時
代
後
期
、
織
田
信
長

の
上
洛
後
の
元
亀
年
間
、
志

賀
の
陣
、
比
叡
山
焼
討
ち
を

経
て
、
坂
本
城
が
築
城
さ
れ

ま
す
。
従
来
は
坂
本
築
城
の

目
的
と
し
て
比
叡
山
の
監
視

を
あ
げ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
が
、
比
叡
山
は
既
に
焼
亡
し

て
お
り
、
そ
の
意
義
は
薄
い
と

指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

つ
い
で
坂
本
城
築
城
後
は
そ
の

外
観
に
つ
い
て
、
廃
城
に
つ
い

て
は
そ
れ
に
至
る
経
緯
、
廃
城

後
は
近
世
以
降
の
坂
本
城
跡
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
文
献
史
料

を
元
に
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

次
に
発
掘
調
査
に
つ
い
て
で
す
。

坂
本
城
周
辺
の
発
掘
調
査
は
昭

和
５
４
年
以
降
、
２
７
回
を
数

え
、
そ
の
う
ち
明
確
に
城
跡
遺

構
が
確
認
で
き
た
の
は
昭
和
５

４
年
度
と
令
和
５
年
度
に
２
回

の
み
と
の
こ
と
で
し
た
。

そ
の
２
回
の
調
査
に
つ
い
て
は

遺
構
配
置
図
を
元
に
説
明
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
昭
和
５
４

年
度
の
遺
構
は
本
丸
跡
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
天
守
跡
の
よ
う

な
大
き
な
礎
石
は
見
つ
か
っ
て

い
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

ま
た
令
和
５
年
度
の
調
査
に
つ

い
て
は
３
０
ｍ
の
石
垣
が
発
見

さ
れ
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
そ
の

延
長
線
上
に
つ
い
て
、
ピ
ン
ポ
ー

ル
探
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
石

の
反
応
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
、

石
垣
が
延
長
し
て
い
た
可
能
性

が
高
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
調

査
担
当
者
な
ら
で
は
の
貴
重
な

話
で
し
た
。

最
後
に
大
津
市
の
今
後
の
取
組

み
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
市
と
し
て
は
２
月
に
国

指
定
史
跡
を
目
指
し
て
意
見
具

申
を
実
施
し
て
お
り
、
現
在
は

そ
の
結
果
を
待
っ
て
い
る
状
態

で
、
昨
年
同
様
で
あ
れ
ば
６
月

に
は
返
答
が
あ
る
と
の
こ
と
で

し
た
。
そ
う
い
う
状
況
を
踏
ま

え
、
今
年
度
は
坂
本
城
跡
の
魅

力
の
発
信
に
努
め
、
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
の
作
成
や
イ
ベ
ン
ト
等
の
開

催
を
進
め
て
い
き
た
い
と
の
こ

と
で
す
。

聴
講
者
は
会
員
３
１
名
、
非

会
員
３
４
名
の
計
６
５
名
で
、

昨
年
同
様
、
ほ
ぼ
満
席
と
な
る

ほ
ど
盛
況
で
、
興
味
の
高
さ
が

う
か
が
え
ま
し
た
。

講
演
会
の
資
料
に
つ
い
て
は
当

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し

て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る

方
は
そ
ち
ら
も
御
覧
く
だ
さ
い
。

（
文
責

東
山

政
司
）
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当
会
の
長
年
に
わ
た
る
活
動
・

業
績
が
評
価
さ
れ
、
公
益
財

団
法
人
ハ
ン
六
文
化
振
興
財

団
（
大
津
市
）
よ
り
第
３
８

回
「
ハ
ン
六
文
化
振
興
賞
」

に
選
ば
れ
、
令
和
６
年
９
月

８
日
に
贈
賞
式
が
執
り
行
わ

れ
た
。

「
こ
の
た
び
は
受
賞
に
あ
ず

か
り
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

最
近
の
城
ブ
ー
ム
か
ら
か
、

坂
本
城
址
公
園
に
訪
れ
る
見

学
者
が
多
く
、
会
の
活
動
も

案
内
が
中
心
に
な
っ
て
い
る

状
況
で
す
。

令
和
５
年
１
１
月
に
琵
琶
湖

の
水
位
が
下
が
り
、
坂
本
城

の
石
垣
が
出
現
し
ま
し
た
。

多
く
の
方
が
訪
れ
、
我
々
の

案
内
も
大
忙
し
と
な
り
、
活

動
も
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
６
年
２
月
に
は

城
址
の
西
側
の
宅
地
造
成
地

か
ら
、
坂
本
城
の
「
三
の
丸

の
石
垣
」
が
発
掘
さ
れ
、
２

日
間
で
２
，
０
０
０
名
を
超

え
る
見
学
者
が
大
津
市
の
文

化
財
保
護
課
の
説
明
会
に
訪

れ
、
近
く
の
坂
本
城
址
公
園

に
も
多
く
の
人
が
来
ら
れ
、

案
内
人
を
増
加
し
て
対
応
し

ま
し
た
。

滋
賀
県
・
大
津

市
・
地
域
の
方
々

も
、
こ
の
遺
跡

を
保
存
す
る
よ

う
活
動
を
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
の
受

賞
は
、
「
三
の

丸
の
石
垣
」
の

出
現
時
の
感
動

と
共
に
、
我
々
の
活
動
が
評

価
さ
れ
て
勇
気
と
自
信
を
与

え
ら
れ
た
と
大
変
感
激
し
て

お
り
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
も

案
内
活
動
に
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
」
（
会

長

河
村
益
孝
）

近
江
の
ろ
し
の
会
が
主
催
す

る
「
近
江
中
世
城
跡
琵
琶
湖

一
周
の
ろ
し
駅
伝
」
に
、
今

年
か
ら
当
会
が
参
加
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
の
ろ
し
駅
伝

は
滋
賀
県
各
地
に
あ
る
中
世

城
跡
で
の
ろ
し
を
あ
げ
、
リ

レ
ー
形
式
で
つ
な
い
で
い
く

イ
ベ
ン
ト
で
、
昨
年
は
３
６

城
が
参
加
し
て
い
る
。
大
津

市
か
ら
の
参
加
は
当
会
が
初

と
な
る
。
開
催
日
は
１
１
月

２
３
日
（
日
）
。
開
催
場
所
、

時
間
等
の
詳
細
は
決
ま
り
次

第
、
Ｈ
Ｐ
や
ポ
ス
タ
ー
等
で

お
知
ら
せ
す
る
。

『
び
わ
湖
城
下
も
の
が
た
り

〜
幻
の
水
城
・
坂
本
城
と
智

将
・
明
智
光
秀
公
の
物
語
〜
』

が
令
和
７
年
１
０
月
１
９
日
、

西
教
寺
書
院
に
て
開
催
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
出
演
さ

れ
る
当
会
幹
事
の
石
丸
氏
よ

り
紹
介
し
て
頂
く
。

「
坂
本
城
を
考
え
る
会
で
８

年
ほ
ど
幹
事
を
務
め
、
土
日

祝
に
坂
本
城
址
に
て
語
り
部

と
し
て
活
動
し
て
お
り
ま
す

が
、
私
の
友
人
で
歴
女
で
あ

り
元
び
わ
湖
放
送
Ａ
Ｄ
経
験

の
あ
る
姉
川
理
子
氏
よ
り
呼

び
か
け
が
あ
り
、
共
に
友
人

で
あ
る
中
将
ゆ
み
こ
氏
と
コ

ラ
ボ
で
の
歴
女
物
語
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
坂
本
城
を
築
城
し

智
将
と
し
て
名
を
馳
せ
た
明

智
光
秀
の
人
柄
や
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
綴
る
、
歌
あ
り
芝
居
あ

り
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト

歴
史
絵
巻
で
す
。

ぜ
ひ
明
智
光
秀
ゆ
か
り
の
西

教
寺
に
て
参
加
者
の
皆
様
と

４
５
０
年
前
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

乞
う
ご
期
待
！
」

（
文
責

石
丸

学
）
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